
みずほ福祉助成金事業

障害のある人のための

ＭＷＳ（ワークサンプル幕張版）とは？
・ＯＡ作業、事務作業、実務作業に大別された１３種類によって構成されています。
・作業の疑似体験や職業上の課題を把握するツールとして、又、作業遂行力の向上や障害の補完方法の
　活用に向けた支援ツールとして使用できます。

【お申込み、お問い合わせ先】　　公益社団法人広島県就労振興センター事務局（曾根） ＴＥＬ　０８２－２５２－３１００

FAX番号

　障害のある人の就職や職場適応への支援を効果的に進めていくために、アセスメントを丁寧に行っていく
ことが重要であり、ワークサンプルをはじめとしたアセスメントツールの活用は、就労支援の現場において
重要視されてきています。
　精神障害や発達障害等、認知の特性がある人たちへの支援を考えるためには、就労準備性を高めてい
くことが大切です。このようなことから、就労移行支援事業所や障害者の就労支援を積極的に行いたいと
考えている支援機関等を対象に、「障害のある人のための就労準備性アセスメント研修」を開催します。

ＭＷＳを利用した就労準備性アセスメント研修　参加申し込み書　　ＦＡＸ　０８２－２５２－３１５５

事業所名

住　　所

名　　前 役職など

勤続年数

電話番号

日 時 平成２６年 ３月２０日（木）～２２日（土） １０：００～１６：２５（初日のみ９：３０～1７：００）

場 所 広島県社会福祉会館 講堂 （広島県南区比治山本町１２－２）

参加費 一般 ６０００円 （広島県就労振興センター会員 ３０００円） ※研修初日にご持参ください。

参加者 障害者の就業支援に従事している人 定員３０名

申込締切 平成２６年２月２０日（木）必着（下記参加申し込み書にご記入の上、FAXにてお申込みください）

※２月末日頃、事務局より受講決定通知書をFAXにて送付します。

※定員を超えた場合は事務局にて調整をさせていただく場合があります。

講 師 若尾 勝己氏 弘瀬 牧子氏

（特定非営利活動法人障害者東松山就労支援センター）

研修内容 第１日目 講義Ⅰ、Ⅱ 評価者としての在り方、ＭＷＳを活用した評価の視点など

プログラムＡ 組立作業のデモンストレーション、体験練習、演習など

第２日目 プログラムＢ ピッキング作業のデモンストレーション、体験練習、演習など

第３日目 プログラムＣ ナプキン折り作業のデモンストレーション、体験練習、演習など

（演習は、プログラムの進行上、全員の参加はできませんのでご了承ください）

主 催 公益社団法人広島県就労振興センター


